
（
第
三
十
六
回
研
究
所
資
料
展
）

変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展

平
井
誠
二
・
星
原
大
輔

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
四
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
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（
第
三
十
六
回
研
究
所
資
料
展
）

変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展

平
井
誠
二
・
星
原
大
輔

　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
が
立
地
し
て
い
る
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
大
倉
山
地
域
は
、
か
つ
て
は
神
奈
川
県
橘
樹
郡
大

綱
村
太
尾
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
大
倉
山
地
域
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
一
日
に
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
る
が
、
当
研
究
所
の
創
立

者
大
倉
邦
彦
は
そ
の
翌
年
（
一
九
二
八
）
に
敷
地
を
購
入
し
、
研
究
所
本
館
の
建
設
を
開
始
し
た
。

　

当
研
究
所
で
は
、
そ
の
頃
か
ら
現
在
に
至
る
数
多
く
の
資
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
沿
革
史
資
料
、
地
域
資
料
と
し
て
来
館
者
に
公
開
し

て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
は
、
大
倉
山
地
域
が
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
九
〇
周
年
の
節
目
の
年
と
な
っ
た
。
こ
の
間

に
、
地
域
は
都
市
近
郊
農
村
か
ら
市
街
地
へ
と
急
激
に
変
貌
し
て
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
当
法
人
が
所
蔵
す
る
様
々
な
地
図
類
を
通
し
て
、
大
倉
山
地
域
や
港
北
区
域
の
変
貌
を
た
ど
る
資
料
展
を
開
催
し
た
。

期
間
は
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
た
が
、
好
評
に
つ
き
四
月
十
四
日
ま
で
会
期
を
延
長

し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
展
示
報
告
で
あ
る
。
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以
下
、
資
料
展
で
展
示
し
た
解
説
パ
ネ
ル
・
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
順
次
紹
介
し
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

展
示
し
た
解
説
パ
ネ
ル
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
一
部
を
加
筆
修
正
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
陸
軍
参
謀
本
部
は
横
浜
市
港
北

区
域
の
詳
細
な
測
量
を
行
い
、
迅
速
測
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
初
め
て
港
北
区
域
の
正
確
な
地
図
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
三
六
年
間
、
今
年
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

六
月
に
改
訂
さ
れ
た
港
北
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ま
で
様
々
な

地
図
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
は
、
こ
の
間
に
作
ら

れ
た
港
北
区
域
や
横
浜
市
域
の
地
図
、
東
急
東
横
線
の
沿
線
案
内

な
ど
か
ら
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
や
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
、
防
災
マ
ッ
プ
ま
で
、
数
多
く
の
地
図
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
地
図
か
ら
は
、
急
速
に
変
貌
し
て
き
た
地
域
の

歴
史
や
特
色
な
ど
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

当
財
団
が
立
地
す
る
大
倉
山
地
域
は
、
か
つ
て
は
神
奈
川
県
橘

樹
郡
大
綱
村
太
尾
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
四
月
一
日
に
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
て
、
今
年
で
九
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
所
蔵
の
地
図
類
か
ら
港
北
区
域
の
変

貌
を
た
ど
る
資
料
展
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
明
治
か
ら
現
代
ま

で
、
地
図
に
は
そ
の
時
々
の
詳
細
な
地
域
情
報
、
歴
史
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
地
図
か
ら
、
昔
懐
か
し
い
風
景
や
、
知
ら

な
か
っ
た
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
港
北
の
未

来
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。

防
災
マ
ッ
プ

・
港
北
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

�

（
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕
六
月
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
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皆
さ
ん
！　

ご
存
じ
で
す
か
！

　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
六
月
、
港
北
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
、
被
害
予
想
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
や
通
学
、
通
勤
場
所
、
よ
く
行

く
所
を
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

二
枚
の
パ
ネ
ル
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
裏
面
（
表
面
の
縮
少

図
と
解
説
文
）
を
二
つ
に
切
っ
た
も
の
で
す
。
表
面
は
全
面
が
地

図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
マ
ッ
プ
は
、
港
北
区
役
所
で
無
料

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

港
北
区
域
の
変
遷

　

現
在
の
港
北
区
域
は
、
か
つ
て
は
都
筑
郡
と
橘
樹
郡
に
属
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
昭
和
十
四
年
（
一
九

三
九
）、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
平
成
六
年
（
一
九
九

四
）
の
四
回
に
わ
た
る
変
遷
に
よ
り
、
現
在
の
区
域
が
確
定
し
ま

し
た
。

・
大
横
浜
市
交
通
地
図

�

（
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
八
月
発
行
〔
復
刻
〕）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
一
日
、
横
浜
の
市
域
が
拡
張
さ

れ
、
神
奈
川
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
都
筑
郡
と
橘
樹
郡

か
ら
、
南
・
北
綱
島
村
と
、
鶴
見
川
以
南
の
村
々
が
横
浜
市
に
編

入
さ
れ
神
奈
川
区
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
図
は
そ
の
二

年
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
複
製
で
す
。

・
港
北
区
全
図

�

（
昭
和
二
十
八
年
〔
一
九
五
三
〕
一
月
発
行
ヵ
）

�

沿
革
史
資
料
№12635

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
港
北
区
が
誕
生
し
ま

し
た
。
区
域
は
、
現
在
の
緑
区
、
青
葉
区
、
都
筑
区
を
含
み
、
市

域
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
図
は
、
昭
和
二
十
八
年
正
月
に
朝
日
新
聞
販
売
店
が

配
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
名
が

「
大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和

二
十
～
三
十
四
年
の
間
改
称
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
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・
港
北
区
全
図

�

（
昭
和
五
十
七
年
〔
一
九
八
二
〕
四
月
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
十
月
一
日
、
港
北
区
の
西
側
半

分
が
分
区
さ
れ
、
緑
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
図
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
の
も
の
で
す
。

す
で
に
新
幹
線
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
サ
ン
ヴ
ァ
リ
エ
日

吉
は
日
吉
団
地
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
南
日
吉
は
南
日
吉
団
地
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
港
北
区
民
生
活
マ
ッ
プ

�

（
平
成
九
年
〔
一
九
九
七
〕
三
月
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
一
月
六
日
、
港
北
区
と
緑
区
の
行

政
区
再
編
成
に
よ
り
、
青
葉
区
と
都
筑
区
が
誕
生
し
、
現
在
の
区

域
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
図
は
、
平
成
九
年
発
行
で
、
港
北
区
役
所
の
情
報
紙

『
楽
・
遊
・
学
』
に
「
わ
が
ま
ち
港
北
」
を
連
載
す
る
た
め
に
使

用
し
て
い
た
も
の
で
す
。
大
倉
山
一
～
七
丁
目
は
ま
だ
太
尾
町
で

す
し
、
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
も
新
横
浜
公
園
も
整
備
中
で
す
。

研
究
所
建
設
前
の
大
倉
山
地
域

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
一
月
に
内
務
省
復
興
局
は
大
倉

山
地
域
の
測
図
を
し
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
、
田
畑
が
広
が
る
田

園
地
帯
で
し
た
。
そ
の
九
ヶ
月
前
に
東
京
横
浜
電
鉄
神
奈
川
線

（
現
東
横
線
）
が
開
通
し
、
宅
地
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
大
倉
邦
彦
が
大
倉
山
の
土
地
を
購
入

し
、
研
究
所
の
建
設
に
着
手
し
た
こ
と
で
、
周
辺
地
域
は
大
き
く

変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

・
大
綱
最
北
部

�

（
大
正
十
五
年
〔
一
九
二
六
〕）

�

沿
革
史
資
料
№5607

　

内
務
省
復
興
局
は
、
関
東
大
震
災
後
の
都
市
計
画
の
た
め
に
、

東
京
と
横
浜
の
三
〇
〇
〇
分
の
一
地
形
図
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

地
図
は
、
そ
の
内
か
ら
大
倉
山
地
域
周
辺
の
地
図
二
枚
を
張
り
合
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わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
と
太
尾
公
園
の
場
所
や
太
尾
駅
（
現
大

倉
山
駅
）
か
ら
研
究
所
ま
で
の
ル
ー
ト
な
ど
が
赤
ペ
ン
で
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
図
に
、
現
在
の
学
校
等
を
書
き
加
え
て
み
ま
し
た
（【
図

１
】）。
元
は
田
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
道
路
の
位
置
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
倉
山
に
残
る
古
代
人
の
足
あ
と

　

鶴
見
川
流
域
一
帯
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
実
は
、
大
倉
山
記
念
館
の
建
物
の
下
に
も
「
太
尾
遺
跡
」

（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
内
遺
跡
）
と
命
名
さ
れ
た
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
発
掘
さ
れ
た
弥
生
式
土
器
を
含
む
出
土
資
料
は
、

南
関
東
地
方
を
代
表
す
る
考
古
学
資
料
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
敷
地
構
内
土
器
発
掘
個
所 

大
略
図

�

（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕
二
月
二
十
五
日
作
成
）

�

沿
革
史
資
料
№7083-2

（
複
製
）

　

大
倉
邦
彦
か
ら
調
査
依
頼
を
受
け
た
考
古
学
者
の
古
谷
清
が
、

建
築
現
場
の
人
た
ち
に
作
成
し
て
も
ら
っ
た
図
面
で
す
（
次
頁

【
図
２
】）。
右
下
に
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
新
築
工
事
監
督
詰
所

の
印
が
押
さ
れ
、
す
ぐ
脇
に
建
築
現
場
の
責
任
者
で
あ
っ
た
石
井

延
三
の
名
前
が
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
で
囲
ま
れ
て
い
る
箇
所
の
う
ち
、
土
器
や
石
斧
類
が
発
掘
さ

れ
た
場
所
に
は
青
字
で
出
土
品
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
赤

丸
が
あ
る
場
所
は
住
居
跡
で
す
。
な
お
、
本
資
料
は
横
浜
市
指
定

【図 １ 】
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有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
写
真
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
北
面
鋤
取
工
事
現
況
」

�

（
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
撮
影
）

�

沿
革
史
資
料
№6865-2

（
複
製
）

　

基
礎
工
事
が
始
ま
っ
た
直
後
で
、【
図
２
】
の
矢
印
の
方
向
か

ら
、
鋤
取
り
を
行
な
っ
て
い
る
様
子
で
す
。
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
十
二
月
、
工
事
現
場
の
地
中
か
ら
土
器
や
石
斧
類
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

・
写
真
「
参
考
品
陳
列
台
」

�

（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕
頃
撮
影
）

�

沿
革
史
資
料
№6878

（
複
製
）

　

出
土
し
た
土
器
類
を
来
所
者
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
特
注
で

作
成
さ
れ
た
陳
列
台
で
す
。
三
階
応
接
室
（
現
第
五
集
会
室
）
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
土
器
類
は
現
在
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に

寄
託
し
て
い
ま
す
。

【図 ２ 】
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大
倉
精
神
文
化
研
究
所
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

・
写
真
「
全
般
略
図
」

�

（
昭
和
十
年
〔
一
九
三
五
〕
頃
作
成
）

�

沿
革
史
資
料
№8226-7

（
複
製
）

　

研
究
所
本
館
（
現
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）
の
周
辺
に
は
、
研

究
員
用
の
住
宅
や
訪
問
者
用
の
宿
泊
所
、
武
道
場
な
ど
、
様
々
な

附
属
施
設
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
般
略
図
（【
図
３
】）
は
、
昭
和
十
年
前
後
に
作
成
さ
れ
た
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
す
。「
武
道
場
敷
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
所

に
、
昭
和
十
一
年
四
月
、
神
風
館
が
完
成
し
ま
す
。

・
写
真
「
正
面
階
段
と
石
碑
」（
図
３
①
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-30

（
複
製
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-33

（
複
製
）

・
写
真
「
神
風
館
」（
図
３
③
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-59

（
複
製
）

・
写
真
「
東
光
荘
」（
図
３
⑤
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-66

（
複
製
）

・
写
真
「
禊
殿
」（
図
３
⑦
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-43

（
複
製
）

・
写
真
「
富
嶽
荘
」（
図
３
⑧
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-62

（
複
製
）

・
写
真
「
大
神
宮
」（
図
３
⑩
）

�

沿
革
史
資
料
№6876-44

（
複
製
）

・
写
真
「
楠
風
荘
」（
図
３
⑫
）

�

沿
革
史
資
料
№6878

（
複
製
）

【図 ３ 】



324

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・
写
真
「
航
空
写
真
」

�

（
昭
和
十
年
〔
一
九
三
五
〕
頃
撮
影
）

�

沿
革
史
料
№6876-70

（
複
製
）

　

こ
の
写
真
（【
図
４
】）
に
も
神
風
館
が
写
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

昭
和
十
年
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

大
倉
山
地
域
の
変
貌

　

丘
の
上
に
建
つ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
は
、
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
建
物
が

横
浜
市
に
寄
贈
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
に
市
民
利
用
施
設
「
横
浜

市
大
倉
山
記
念
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち

は
、
建
物
デ
ザ
イ
ン
か
ら
地
中
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
記
念
館
坂
、

記
念
館
、
オ
リ
ー
ブ
坂
、
商
店
街
を
回
遊
す
る
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
た
。

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
大
倉
山
エ
ル
ム
通
り
」

�

（
昭
和
六
十
三
年
〔
一
九
八
八
〕
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

【図 ４ 】
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

・「
大
倉
山
エ
ル
ム
通
り　

ご
案
内
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

�

（
平
成
十
六
年
〔
二
〇
〇
四
〕
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

上
の
地
図
は
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
エ
ル
ム
通
り
が

オ
ー
プ
ン
し
た
時
、
下
の
地
図
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
で

す
。
現
在
の
店
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

迅
速
測
図
と
現
代
の
地
図

　

迅
速
測
図
が
作
ら
れ
て
か
ら
一
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の

間
に
港
北
区
域
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
状
と

の
比
較
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
地
理
院
地
図
、
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
関
東
平
野

迅
速
測
図
／
農
業
土
地
利
用
変
遷
マ
ッ
プ
、
な
ど
の
サ
イ
ト
で
は
、

迅
速
測
図
を
現
在
の
地
図
に
重
ね
て
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

・
第
一
軍
管
区
地
方
二
万
分
一
迅
速
測
図
原
図

�

（
明
治
十
四
年
〔
一
八
八
一
〕
測
量
《
復
刻
》）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
作
成

　

港
北
区
域
の
正
確
な
地
図
が
作
ら
れ
た
の
は
、
参
謀
本
部
陸
軍

測
量
部
が
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
測
図
し
た
迅
速
測
図
に

始
ま
り
ま
す
。
迅
速
測
図
は
ド
イ
ツ
式
と
フ
ラ
ン
ス
式
の
二
種
類

の
地
図
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
を

つ
な
い
だ
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

・
横
浜
市
港
北
区
の
お
城
と
館

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
作
成

　

続
日
本
一
〇
〇
名
城
に
選
ば
れ
た
小
机
城
を
筆
頭
と
し
て
、
港

北
区
域
に
は
、
中
世
の
お
城
や
館
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
敵
の
侵
攻
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
守
り
を
固
め
る
た
め
に
、

い
ず
れ
も
見
晴
ら
し
の
よ
い
丘
の
上
に
あ
り
、
鶴
見
川
や
支
流
の

鳥
山
川
、
早
渕
川
、
矢
上
川
な
ど
か
ら
対
岸
一
帯
ま
で
よ
く
見
渡

せ
ま
し
た
。

　

次
頁
の
地
図
（【
図
５
】）
は
、
明
治
十
四
年
測
量
の
迅
速
測
図

を
加
工
し
て
、
お
城
や
館
の
推
定
位
置
を
書
き
加
え
た
も
の
で
す
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

港
北
区
の
地
名
と
鶴
見
川

・
港
北
区
内
の
鶴
見
川
舟
運
歴
史
マ
ッ
プ

�

（
平
成
二
十
五
年
〔
二
〇
一
三
〕
三
月
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

か
つ
て
、
河
川
は
道
路
と
並
ん
で
重
要
な
交
通
網
の
一
つ
で
し

た
。
河
川
交
通
の
こ
と
を
舟
運
と
か
水
運
と
言
い
ま
す
。
内
陸
部

に
位
置
す
る
港
北
区
域
に
は
、
鶴
見
川
の
舟
運
で
物
資
が
運
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
鶴
見
川
と
道
路
が
交
差
す
る
場
所
に
は
河
岸
と
呼

ば
れ
る
船
着
き
場
が
造
ら
れ
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
僅
か
な

痕
跡
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
図
は
、
鶴
見
川
舟
運
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
う
し
た

舟
運
に
係
わ
る
河
岸
や
遺
跡
を
調
査
し
て
作
っ
た
労
作
で
す
。
数

字
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
別
紙
に
詳
し
い
解
説
が
付
い
て
い
ま
す
。

・
港
北
区
歴
史
地
名
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

�

（
平
成
十
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕
二
月
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

昔
の
地
名
を
調
べ
る
と
、
鶴
見
川
沿
い
の
平
地
に
は
、
中
土
腐
、

池
土
腐
、
大
沼
、
蛇
袋
、
川
端
、
下
土
腐
、
中
久
保
（
中
窪
）、

具
々
田
、
裏
土
腐
、
堤
外
耕
地
、
沼
橋
耕
地
、
葭
場
耕
地
、
窪
新

田
、
袋
河
岸
な
ど
、
か
つ
て
低
湿
地
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
地

名
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
図
は
、
港
北
地
名
を
調
べ
る
会
が
「
最
新
神
奈
川
県
土

地
明
細
図
集
」（
一
九
六
三
年
）
の
字
一
覧
表
か
ら
区
内
一
八
五

の
地
名
を
拾
い
、
現
代
の
地
図
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
で
す
。
裏

面
に
は
、
各
字
の
由
来
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

【図 ５ 】
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

港
北
区
の
地
形
と
鶴
見
川

　

港
北
区
域
は
、
中
央
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
鶴
見
川
と
、
か
つ

て
河
川
敷
だ
っ
た
平
地
、
そ
の
外
側
を
囲
む
丘
陵
部
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
鶴
見
川
の
改
修
に
よ
っ
て
、
平
地
部
の
開
発
が

進
ん
で
き
ま
し
た
。

・
鶴
見
川
平
面
図

�

（
昭
和
四
十
一
年
〔
一
九
六
六
〕
二
月
）

�
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
京
浜
工
事
事
務
所
が
作
成
し
た
改
修

工
事
の
地
図
で
す
。
作
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
の
河
川
法
の
改
正
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

河
川
管
理
者
は
工
事
実
施
基
本
計
画
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、
鶴
見
川
の
基
本
計
画
は
昭
和
四
十
一
年
三
月
に
策

定
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
同
年
二
月
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
地

図
は
、
策
定
作
業
で
使
用
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
始
ま
っ
た
国
に
よ
る
鶴
見
川

の
改
修
工
事
は
、
昭
和
三
十
三
年
の
狩
野
川
台
風
に
よ
る
大
水
害

を
機
に
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
基
本
計
画
で
は
、
地
図
の

緑
色
の
個
所
の
よ
う
に
、
流
れ
を
変
え
る
河
川
改
修
、
堤
防
の
新

築
・
強
化
な
ど
の
実
施
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
図
が

作
成
さ
れ
た
年
の
六
月
、
台
風
四
号
に
よ
る
大
規
模
な
水
害
が
発

生
し
た
た
め
、
地
図
に
あ
る
基
本
計
画
に
は
、
治
水
安
全
度
の
向

上
を
目
的
に
、
若
干
の
修
正
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
昭
和
四
十
三
年
に
大
臣
決
定
と
な
り
、
改
修

工
事
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
鶴
見
川
流
域
の
水
害
危
険
度
は
大
き

く
下
が
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
緑
色
で
示
さ
れ
て
い
る
改
修
範
囲
は
、
鶴
見
川
の

一
級
河
川
の
区
間
と
一
致
し
ま
す
。
河
川
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

国
民
生
活
上
特
に
重
要
な
河
川
は
、
水
系
ご
と
に
「
一
級
河
川
」

に
指
定
さ
れ
、
国
に
よ
っ
て
総
合
的
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
鶴
見
川
は
昭
和
四
十
二
年
五
月
に
指
定
さ
れ
ま
す
が
、
地

図
作
成
時
に
は
指
定
区
間
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・
狩
野
川
台
風
（
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
浸
水
図

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

か
つ
て
の
港
北
区
域
は
、
鶴
見
川
が
氾
濫
す
る
と
平
地
部
が
水

没
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
こ
の
地
図
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
狩

野
川
台
風
に
よ
る
浸
水
区
域
を
青
色
に
着
色
し
た
も
の
で
す
。
綱

島
が
島
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
貝
が
語
る
縄
文
海
進
』（
松
島
義
章
、
有
隣
新
書
二
〇
一
〇
年

増
補
版
）
の
表
紙
の
図
は
、
六
千
年
前
の
海
岸
線
を
復
元
し
た
も

の
で
す
が
、
氾
濫
に
よ
る
浸
水
区
域
と
海
だ
っ
た
地
域
と
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

・
川
向
地
名
の
図

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
作
成

　

こ
の
地
図
（【
図
６
】）
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
測
量

の
迅
速
測
図
を
加
工
し
た
も
の
で
す
。

　

鶴
見
川
の
両
側
に
は
、「
川
向
」
地
名
が
三
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
村
の
一
部
だ
っ
た
所
が
、
氾
濫
後
の
流
路
変
更
に
よ
り
、

【図 ６ 】
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

川
の
向
こ
う
側
に
取
り
残
さ
れ
た
場
所
で
す
。

　
「
下
堤
外
」
は
、
昭
和
二
十
年
代
の
鶴
見
川
の
河
川
改
修
に

よ
っ
て
、
新
羽
か
ら
大
倉
山
（
当
時
は
太
尾
町
）
へ
移
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
場
所
で
す
。

　
「
三
歩
野
」（
綱
島
上
町
）
は
新
吉
田
と
陸
続
き
で
す
が
、
早
渕

川
対
岸
の
綱
島
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
早
渕
川
が

三
歩
野
の
西
側
を
流
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

港
北
区
内
の
駅
名
の
移
り
変
わ
り

　

東
急
の
鉄
道
事
業
は
、
高
級
住
宅
地
「
田
園
都
市
」
を
核
と
す

る
都
市
開
発
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
た
た
め
、
地
域
の
発
展
に

と
も
な
っ
て
、
新
し
い
駅
が
設
置
さ
れ
た
り
、
駅
名
が
変
更
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
港
北
区
内
の
沿
線
地
域
も
、
鉄
道
開
業
に

よ
っ
て
宅
地
開
発
が
進
み
、
名
前
が
改
称
さ
れ
た
駅
が
あ
り
ま
し

た
。

・
目
黒
蒲
田
東
京
横
浜
電
鉄
案
内
鳥
瞰
図
（
部
分
）

（
大
正
十
五
年
〔
一
九
二
六
〕
新
春
《
平
成
二
十
年
〔
二
〇
〇

八
〕
十
月
復
刻
》）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
所
蔵

　

大
正
十
五
年
二
月
に
丸
子
多
摩
川
駅
（
現
多
摩
川
駅
）
―
神
奈

川
駅
（
現
廃
駅
）
が
開
業
し
ま
す
。
こ
の
鳥
瞰
図
は
開
業
直
前
に

作
成
さ
れ
た
沿
線
案
内
で
、「
大
正
の
広
重
」
と
呼
ば
れ
た
吉
田

初
三
郎
が
、
開
業
後
の
沿
線
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
て
い

ま
す
。

　

元
住
吉
駅
、
日
吉
駅
、
綱
島
温
泉
駅
、
太
尾
駅
、
菊
名
駅
ま
で

の
各
駅
に
「
田
園
都
市
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鉄
道
事
業

と
田
園
都
市
計
画
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
太
尾
駅
は
、
の
ち
に
大
倉
邦
彦
が
大
倉
山
の
土

地
を
買
い
取
り
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
建
設
を
始
め
た
こ
と

で
、
太
尾
駅
周
辺
の
田
園
都
市
計
画
は
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

・（
東
京
横
浜
電
鉄
・
目
黒
蒲
田
電
鉄
）
沿
線
案
内

�

（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕
十
月
）

�

沿
革
史
資
料
№6672-1

　

東
横
目
蒲
遊
覧
協
会
印
刷
部
が
刊
行
し
た
沿
線
案
内
で
す
。
大
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

倉
精
神
文
化
研
究
所
の
建
物
は
ま
だ
建
設
中
で
し
た
が
、
研
究
所

の
名
前
が
太
尾
駅
の
そ
ば
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
沿
線
案
内
で
は
、
研
究
所
の
と
こ
ろ
に
手
書
き
で
赤
枠
が

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
施
主
の
大
倉
邦
彦
は
、
東
京
横
浜
電
鉄
専
務

支
配
人
で
あ
る
五
島
慶
太
を
通
じ
て
大
量
に
入
手
し
て
お
り
、
研

究
所
の
場
所
な
ど
を
説
明
す
る
た
め
に
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
港
北
区
内
に
あ
る
駅
の
う
ち
、
日
吉
、
大
倉
山
、
妙

蓮
寺
は
、
駅
名
が
現
在
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

沿
線
図
か
ら
み
る
港
北
区
の
今
昔

　

東
急
の
沿
線
案
内
に
は
、
路
線
だ
け
で
は
な
く
、
沿
線
周
辺
の

名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
案
内
、
散
策
コ
ー
ス
の
紹
介
な
ど
も

載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
港
北
区

の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
東
横.

目
蒲.

玉
川
電
車
沿
線
案
内

�

（
昭
和
十
二
年
〔
一
九
三
七
〕
三
月
）

�

沿
革
史
資
料
№12645-21

　

路
線
図
と
イ
ラ
ス
ト
化
さ
れ
た
名
所
旧
跡
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

港
北
区
内
は
、

（
小
机
駅
）「
小
机
城
阯
」

（
菊
名
駅
）「
菊
名
池
」

（
大
倉
山
駅
）�「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
」「
大
倉
山
天
然
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
」

（
綱
島
温
泉
駅
）「
綱
島
温
泉
」「
綱
島
菖　

蒲
園
」「
興
禅
寺
」

（
日
吉
駅
）「
慶
應
義
塾
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
鶴
見
川
の
桜
」「
太
尾
公
園
の

梅
」「
綱
島
の
桃
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
裏
面
に
は
、
当
時
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
が
さ
ら
に
詳

し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
沿
線
名
所
案
内
」
で
は
、
各
駅
の

名
所
が
簡
単
な
説
明
文
で
、
ま
た
「
沿
線
四
季
の
行
楽
」
で
は
、

季
節
ご
と
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
東
横
電
鉄 

秋
の
御
案
内

�

（
昭
和
十
四
年
〔
一
九
三
九
〕
発
行
）

�

沿
革
史
資
料
№12336-5
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

　
【
図
７
】
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
沿
線
周
辺

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
紅
葉
狩
り
の
名
所
な
ど
を
紹
介
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
今
や
住
宅
地
が
広
が
る
港
北
区
で
す
が
、

当
時
は
秋
の
味
覚
狩
り
が
楽
し
め
る
田
園
地
帯
で
し
た
。

　

綱
島
駅
か
ら
は
「
栗
拾
い
」
に
、
日
吉
駅
か
ら
は
「
い
ち
じ
く

狩
り
」「
芋
掘
り
」
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
目
的
別
の
地
図
類

・
よ
い
子
の
交
通
双
六

（
昭
和
二
十
年
代
作
成
《
平
成
二
十
一
年
〔
二
〇
〇
九
〕
一
月
復

刻
》）�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

ひ
よ
し
駅
に
は
慶
應
義
塾
大
学
、
つ
な
し
ま
駅
に
は
温
泉
マ
ー

ク
、
き
く
な
駅
に
は
ボ
ー
ト
が
浮
か
ぶ
池
（
菊
名
池
）
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
綱
島
と
菊
名
の
間
に
は
、
三
階
建
て
の
ビ
ル
が
描
か

れ
「
静
か
に
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
階
段
が
あ
り
入
り
口
が
特

徴
的
な
ビ
ル
の
絵
は
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、「
静
か
に
」
は
大

倉
山
駅
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【図 ７ （部分）】
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・
新
羽
八
景

�

（
平
成
十
年
〔
一
九
九
八
〕
四
月
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

新
羽
八
景
は
、
伊
藤
宏
見
氏
が
選
定
し
、
短
歌
を
詠
み
、
港
北

み
り
ょ
く
発
見
団
が
編
集
発
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
開

通
し
、
新
羽
地
区
は
急
速
な
変
貌
を
開
始
し
ま
す
が
、
西
側
の
丘

陵
部
に
は
豊
か
な
緑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
伝
説
に
包
ま
れ
た
古
寺

社
も
多
く
、
町
の
中
央
を
南
北
に
走
る
バ
ス
通
り
沿
い
に
は
蔵
が

建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
今
で
も
散
策
を
す
る
と
、
八
景
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
景
色
に
巡
り
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
廻
り
地
蔵
や

注
連
引
百
万
遍
な
ど
の
民
俗
行
事
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
歩
こ
う
！ 

綱
島

�

（
平
成
十
四
年
〔
二
〇
〇
二
〕
三
月
発
行
）

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

桃
の
里
広
場
で
毎
年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
、
綱
島
桃
ま
つ
り
で

販
売
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
す
。

　

綱
島
は
、
大
正
時
代
か
ら
桃
栽
培
と
温
泉
で
栄
え
た
町
で
す
。

天
然
氷
の
生
産
も
盛
ん
で
し
た
。
近
代
的
な
商
店
街
の
そ
こ
こ
こ

に
、
そ
う
し
た
歴
史
の
名
残
が
見
つ
か
り
ま
す
。
鶴
見
川
、
河
川

敷
、
商
店
街
、
古
民
家
、
寺
社
、
綱
島
公
園
に
綱
島
市
民
の
森
、

街
を
歩
く
と
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
子
育
て
マ
マ
た
ち
が
作
っ
た
マ
ッ
プ

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵

　

地
図
は
道
具
で
す
か
ら
、
使
う
目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
様
々
な
地
図
が
作
ら
れ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
人
口

が
増
え
続
け
て
い
る
港
北
区
に
は
、
子
育
て
を
し
て
い
る
マ
マ
達

が
大
勢
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
マ
マ
達
が
必
要
と
し
て
い

る
情
報
に
特
化
し
た
地
図
を
、
マ
マ
達
が
自
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

紙
の
地
図
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
や
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
と
し
て

検
索
す
る
の
が
主
な
使
い
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
区
内
各
所
を
網

羅
し
た
お
出
か
け
マ
ッ
プ
は
、
現
在
、
一
四
種
類
あ
り
ま
す
。

・「
紙
版
コ
コ
マ
ッ
プ
」

�

（
平
成
二
十
八
年
〔
二
〇
一
六
〕
九
月
発
行
）
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

・ 「
マ
マ
と
パ
パ
が
作
っ
た
大
曽
根
周
辺
子
連
れ
お
で
か
け
マ
ッ

プ
」

�
（
平
成
二
十
三
年
〔
二
〇
一
一
〕
四
月
発
行
）

・「
新
横
浜
子
連
れ
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ 

第
二
版
」

�

（
平
成
二
十
四
年
〔
二
〇
一
二
〕
十
一
月
発
行
）

・「
綱
島
西
子
連
れ
お
で
か
け
マ
ッ
プvol.１

」

�

（
平
成
二
十
四
年
〔
二
〇
一
二
〕
十
二
月
発
行
）

・ 「
マ
マ
達
が
作
っ
た
綱
島
東
周
辺
子
連
れ
お
で
か
け
マ
ッ
プ

vol.１

」

�

（
平
成
二
十
五
年
〔
二
〇
一
三
〕
二
月
発
行
）

・ 「
マ
マ
達
が
作
っ
た
樽
町
周
辺
子
連
れ
お
で
か
け
マ
ッ
プ

vol.２

」

�

（
平
成
二
十
五
年
〔
二
〇
一
三
〕
九
月
発
行
）

・「
高
田
地
区
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

�

（
平
成
二
十
六
年
〔
二
〇
一
四
〕
五
月
発
行
）

・「
城
郷
地
区
子
連
れ
お
で
か
け
マ
ッ
プ
」

�

（
平
成
二
十
六
年
〔
二
〇
一
四
〕
七
月
発
行
）

・「
マ
マ
達
が
作
っ
た
師
岡
周
辺
子
連
れ
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

�

（
平
成
二
十
六
年
〔
二
〇
一
四
〕
発
行
）

・「
大
倉
山
子
連
れ
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

�

（
平
成
二
十
七
年
〔
二
〇
一
五
〕
五
月
発
行
）

・「
日
吉
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ンvol.8

」

�

（
平
成
二
十
七
年
〔
二
〇
一
五
〕
十
二
月
発
行
）

・「
菊
名
子
連
れ
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

�

（
平
成
二
十
八
年
〔
二
〇
一
六
〕
三
月
発
行
）

・ 「
新
吉
田
周
辺 

新
吉
田
地
区
・
新
吉
田
あ
す
な
ろ
地
区
子
連
れ

お
で
か
け
マ
ッ
プ
」

�

（
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕
三
月
発
行
）

・ 「
マ
マ
達
が
作
っ
た
新
羽
地
区
子
連
れ
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ 

第
二

版
」

�

（
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕
四
月
発
行
）

・ 「
し
の
は
ら 

マ
マ
た
ち
が
作
っ
た
‼
子
づ
れ
お
で
か
け
マ
ッ
プ

第
二
版
」

�

（
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕
六
月
発
行
）
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

現
物
展
示

・
東
京
横
浜
電
鉄
・
目
黒
蒲
田
電
鉄 

沿
線
案
内

�

（
昭
和
三
年
〔
一
九
二
八
〕
～
五
年
〔
一
九
三
〇
〕）

�

沿
革
史
資
料
№12296-24

　

沿
線
案
内
は
路
線
図
が
描
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
表
面
が
注
目
さ

れ
ま
す
が
、
展
示
品
の
よ
う
に
、
裏
面
に
は
「
旅
客
運
賃
表
」
と

「
沿
線
名
所
旧
跡
」
な
ど
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
当
時

の
沿
線
地
域
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

港
北
区
内
で
は
、
下
田
地
蔵
尊
・
日
吉
台
田
園
都
市
（
日
吉
）、

桃
園
・
ラ
ヂ
ュ
ー
ム
温
泉
・
鶴
見
川
・
神
明
山
老
松
（
綱
島
温

泉
）、
熊
野
神
社
（
太
尾
）、
成
田
山
行
水
行
場
（
菊
名
）
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
東
京
横
浜
電
鉄.

目
黒
蒲
田
電
鉄
沿
線
案
内

�

（
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
十
二
月
発
行
）

�

沿
革
史
資
料
№12645-22

　
【
図
８
】
の
表
紙
に
は
、「
多
摩
川
園
の
ら
せ
ん
階
段
の
塔
」
と
、

上
の
丸
枠
に
は
「
富
士
山
」、
下
の
丸
枠
に
は
「
桃
に
囲
ま
れ
た

【図 8 （部分）】
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

綱
島
ラ
ジ
ユ
ー
ム
大
浴
場
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
東
横
線
が
開
業
し
た
時
に
は
、
現
港
北
区
内
の
各
駅
（
日
吉
、

綱
島
温
泉
、
太
尾
、
菊
名
）
に
「
田
園
都
市
」
を
つ
く
る
計
画
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
展
示
品
で
は
、
日
吉
の
「
田
園
都
市
」

は
駅
前
の
土
地
が
慶
應
義
塾
に
寄
付
さ
れ
て
予
科
、
普
通
部
、
商

工
学
校
、
寄
宿
舎
な
ど
の
移
転
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、「
学
園
都

市
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
太
尾
の
「
田
園
都
市
」
は
、
大
倉

邦
彦
が
土
地
を
購
入
し
研
究
所
の
建
設
に
着
手
し
た
こ
と
で
、
記

載
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
ア
ル
キ
マ
セ
ウ

�

（
昭
和
十
七
年
〔
一
九
四
二
〕
四
月
十
日
）

�

沿
革
史
資
料
№12296-22

　
【
図
９
】
は
、
東
急
各
線
と
小
田
急
線
沿
線
の
春
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
案
内
す
る
、
東
横
電
車
が
発
行
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
す
。
港
北
区
内
で
は
、
三
ツ
池
コ
ー
ス
（
大
倉
山
駅
―
太
尾
公

園
―
熊
野
神
社
―
三
ツ
池
―
綱
島
温
泉
駅
）
約
八
キ
ロ
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

【図 ９ （部分）】
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・
東
京
横
浜
・
目
黒
蒲
田
電
車
沿
線
案
内

�

（
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
～
五
年
〔
一
九
三
〇
〕）

�

沿
革
史
資
料
№12296-23

　

日
本
名
所
図
絵
社
が
発
行
し
た
横
浜
電
鉄
・
目
黒
蒲
田
電
鉄
目

蒲
線
・
大
井
町
線
（
当
時
）
沿
線
の
鳥
瞰
図
で
す
。
吉
田
初
三
郎

の
弟
子
で
あ
る
中
田
富
仙
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

・
鎮
礎
式
記
念
絵
葉
書

�
（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕）

�
沿
革
史
資
料
№1352-5

　

昭
和
五
年
四
月
九
日
の
鎮
礎
式
で
参
列
者
に
配
布
し
た
記
念
葉

書
の
一
枚
で
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の

地（
マ
マ
）位
」
で
、
神
奈
川
県
東
部
の
主
要
路
線
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
品
に
は
、
鶴
見
か
ら
綱
島
温
泉
、
登
戸
を
経
由
す
る

大
東
京
鉄
道
の
路
線
が
建
設
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉄
道

は
山
手
線
外
周
の
環
状
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
の
で
す
が
、
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

・ 

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
宛
東
京
横
浜
鉄
道
株
式
会
社
運
輸
課
葉

書

�

（
昭
和
八
年
〔
一
九
三
三
〕
元
旦
）

�

沿
革
史
資
料
№55171

　

当
研
究
所
の
最
寄
り
駅
の
駅
名
は
は
じ
め
「
太
尾
」
で
し
た
が
、

こ
の
展
示
品
の
よ
う
に
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
三
十
一

日
に
現
在
の
「
大
倉
山
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
隣
駅
の
駅
名
は

ま
だ
「
綱
島
温
泉
」
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

附
属
図
書
館
所
蔵
の
関
連
図
書

・
横
浜
歴
史
年
表
編
纂
委
員
会
編
『
横
浜
歴
史
年
表
』

�

横
浜
市
、
昭
和
二
十
六
年
〔
一
九
五
一
〕

・ 

横
浜
市
立
大
綱
小
学
校
創
立
80
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

『
わ
た
し
た
ち
の
大
綱
』

�

横
浜
市
立
大
綱
小
学
校
、
昭
和
五
十
五
年
〔
一
九
八
〇
〕

・ 

横
浜
市
港
北
図
書
館
、
港
北
古
文
書
を
読
む
会
編
『
望
月
家
文

書　

第
一
輯
』

�
横
浜
市
港
北
図
書
館
、
昭
和
五
十
八
年
〔
一
九
八
三
〕
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変
貌
す
る
地
域
、
港
北
の
地
図
展
（
平
井
・
星
原
）

・ 
横
浜
市
港
北
図
書
館
、
港
北
古
文
書
を
読
む
会
編
『
望
月
家
文

書　

第
二
輯
』

�
横
浜
市
港
北
図
書
館
、
昭
和
六
十
年
〔
一
九
八
五
〕

・
港
北
区
郷
土
史
編
さ
ん
刊
行
委
員
会
編
『
港
北
区
史
』

�
港
北
区
郷
土
史
編
さ
ん
刊
行
委
員
会

�

昭
和
六
十
一
年
〔
一
九
八
六
〕

・
岩
壁
義
光
編
『
横
浜
絵
地
図
』

�

有
隣
堂
、
平
成
元
年
〔
一
九
八
九
〕

・
神
奈
川
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
神
奈
川
県
の
戦
争
遺
跡
』

�

大
月
書
店
、
平
成
八
年
〔
一
九
九
六
〕

・
横
浜
市
市
民
局
総
務
部
住
居
表
示
課
編
『
横
浜
の
町
名
』

�

横
浜
市
市
民
局
、
平
成
八
年
〔
一
九
九
六
〕

・ 

横
浜
市
歴
史
博
物
館
・
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
編
『
江
戸

時
代
の
横
浜
の
姿
』

�

横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
平
成
九
年
〔
一
九
九
七
〕

・ 

神
奈
川
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会
企
画
・
編
集
『
神

奈
川
の
東
海
道
』

�

神
奈
川
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会

�

平
成
十
一
年
〔
一
九
九
九
〕

・
岩
田
忠
利
『
わ
が
町
の
昔
と
今
』

�

「
と
う
よ
こ
沿
線
」
編
集
室
、
平
成
十
二
年
〔
二
〇
〇
〇
〕

・
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
横
浜
の
古
墳
と
副
葬
品
』

�

横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
平
成
十
三
年
〔
二
〇
〇
一
〕

・
勝
田
五
郎
『
小
机
巡
り
』

�

勝
田
五
郎
、
平
成
十
三
年
〔
二
〇
〇
一
〕

・
勝
田
五
郎
『
旧
鎌
倉
街
道
下
道
を
歩
く
』

�

勝
田
五
郎
、
平
成
十
四
年
〔
二
〇
〇
二
〕

・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
港
北
の
歴
史
散
策
』

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
十
五
年
〔
二
〇
〇
三
〕

・
新
羽
史
編
集
委
員
会
編
『
新
羽
史
』

�

ニ
イ
サ
ン
マ
ル
ク
ラ
ブ
、
平
成
十
六
年
〔
二
〇
〇
四
〕

・ 
連
合
艦
隊
日
吉
台
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る
会
編
『
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
日
吉
・
帝
国
海
軍
大
地
下
壕
』

�

平
和
文
化
、
平
成
十
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕

・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
横
浜 

港
北
の
自
然
と
文
化
』

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
十
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・
黒
塚
武
夫
『
港
北
・
都
筑
散
策
ひ
と
り
旅
』

�

草
隆
社
、
平
成
二
十
年
〔
二
〇
〇
八
〕

・
西
方
寺
『
西
方
寺
本
堂
修
復
落
慶
記
念
誌
』

�

西
方
寺
、
平
成
二
十
年
〔
二
〇
〇
八
〕

・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
横
浜 

港
北
の
地
名
と
文
化
』

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
十
一
年
〔
二
〇
〇
九
〕

・
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
編
『
戦
争
遺
跡
を
歩
く 

日
吉
』

�

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
、
平
成
二
十
二
年
〔
二
〇
一
〇
〕

・ 

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
大
倉
精
神

文
化
研
究
所
内
遺
跡
出
土
資
料
報
告
書
』

�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
十
四
年
〔
二
〇
一
二
〕

・
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
海
に
こ
ぎ
出
せ
！
弥
生
人
』

�

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
平
成
二
十
四
年
〔
二
〇
一
二
〕

・
都
筑
・
橘
樹
研
究
会
編
『
都
筑
・
橘
樹
地
域
史
研
究
』

�

都
筑
・
橘
樹
研
究
会
、
平
成
二
十
四
年
〔
二
〇
一
二
〕

・ 

横
浜
市
港
北
区
役
所
総
務
部
区
政
推
進
課
編
『
港
北
区
の
ま
ち

と
新
横
浜
駅
開
業
５0
周
年
』

�

横
浜
市
港
北
区
役
所
総
務
部
区
政
推
進
課

�

平
成
二
十
七
年
〔
二
〇
一
五
〕

・ 

横
浜
都
市
発
展
記
念
館
編
『
よ
う
こ
そ
！
横
浜
地
図
ワ
ー
ル
ド

へ
』

�

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕

・
港
北
区
氏
子
総
代
会
編
『
港
北
区
神
社
誌
』

�

港
北
区
氏
子
総
代
会
、
平
成
二
十
九
年
〔
二
〇
一
七
〕

・
小
寺
篤
『
横
浜
の
流
域
地
名
研
究
』

�

小
寺
篤
、
発
行
年
不
明




